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(2)

賑
わ
っ
た
祇
園
祭柿岡

祇
園
祭

　

7
月
24
日
・
25
日
に
か
け
て
町
で
最
も
大

き
な
祭
り
、柿
岡
祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
7
年
ぶ
り
の
本
祇
園
（
前
回
は

平
成
9
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
）
で
、
舘
諏
訪

神
社
の
露
払
い
の
役
目
を
す
る
獅
子
の
後
ろ

に
、
本
祇
園
の
年
だ
け
行
わ
れ
る
子
ど
も
た

ち
の
幌
の
行
列
12
基
が
つ
づ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
荒
宿
八
幡
神
社
の
さ
さ
ら
、
み
こ
し

の
渡
御
、
夕
方
か
ら
は
各
町
内
か
ら
山
車
が

出
て
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

商
店
街
の
通
り
は
歩
行
者
天
国
と
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
夜
店
が
な
ら
び
、
大
勢
の
見
物

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

舘諏訪神社の獅子

荒宿八幡神社のささら

みこしの渡御

幌の行列

本祇園の年にだけ行われる

幌の行列



(3)

片
野
祇
園
祭

　

7
月
17
日
・
18
日
に
片
野
祇
園
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

18
日
に
は
、
片
野
排
禍
ば
や
し
保
存
会
の

皆
さ
ん
の
軽
快
な
お
囃
子
、
拍
子
に
合
わ

せ
て
踊
る
お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ
が
乗
る

山
車
が
片
野
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

地
域
が
一
体
と
な
る
祭
り
は
、
人
々
の

こ
こ
ろ
と
、
く
ら
し
に
活
力
を
与
え
る
大

き
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
文
化
と
し
て
大
事
に
引
き
継
が
れ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

上宿

仲町

新宿　下宿

　北町

　内宿

各
町
内
の
山
車



国
民
健
康
保
険
税
率

　　口座振替のご案内
　保険税の納付を口座振替にすると、納め忘れがな

くなるので、忙しい人・不在がちな人に便利です。

　　申し込みの手続きに必要なもの　

　　○   預（貯）金通帳　　　　

　　○   印かん（通帳の届け出印）

　　○   町税預金口座振替・納付書送付依頼書

　これらを持って八郷町指定の金融機関へ。

国保に加入

国保をやめた

たとえば　10月に国保に加入した場合

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

▼年間保険税の12分の６を支払います。

たとえば　11月に国保をやめた場合

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

▼年間保険税の12分の７を支払います。

　

（4）

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

保
険
税
の
決
め
方
や
納
め
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
納
付
に
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

その年度に
予想される医療費

保険税の決まり方
　八郷町のその年度の医療費総額

を推計し、国からの補助金などを

差し引いた額が保険税として各世

帯に割り当てられます。保険税の

割り当て方は左の4つの方式で、

その合計により一世帯当たりの保

険税が決まります。

　保険税を納める納付義務

は、国保の加入者であるなし

にかかわらず、各世帯の世帯

主にあります。

いつから納めるか

　介護保険の導入で、医療保険と介護保険はそれ

ぞれの保険税によって支えられるしくみになりまし

た。これにより、40～64歳の人は、医療分と介

護分を一括して国保の保険税として納めます。

　

年
度
の
途
中
で
加
入
し
た
り
、
や
め
た
場

合
は
月
割
り
で
計
算
し
ま
す
。（
保
険
税
は

４
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
の
年
度
ご
と
に
計
算

さ
れ
ま
す
）

納
め
方

　

平
成
16
年
度
の
八
郷
町
の
保
険
税
率

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

65歳以上の人

医療分

▼

国保の

保険税と

して納付

介護分

▼

介護保険料

として納付

　

40～ 64歳の人

医療分＋介護分

▼

合計した額を

国保の保険税

として納付

40歳未満の人

医療分

▼

国保の保険税

として納付

※介護保険料はかかりません

年
度
途
中
で

国
保
に
加
入
し
た
と
き

区 分 医療保険分 介護保険分

所 得 割 8.0％ 1.0％

資 産 割 40.0％ 8.0％

均 等 割 18,000 円 6,000 円

平 等 割 20,000 円 4,000 円

限 度 額 530,000 円 70,000 円

国
保
の
保
険
税⬇⬇

⬇

⬇

納める人

病院などで
　　払う
　一部負担金

国などの
　補助金

保険税

所得割
　　　世帯の所得に応
　　　じた計算

資産割
　　　世帯の資産に応
　　　じた計算

均等割
　　　世帯の加入者数
　　　に応じた計算

平等割
　　　一世帯当たりに
　　　いくらと計算

　国保に加入する資格が発生し

た月から納めなければなりませ

ん。届け出を出した日ではあり

ませんので、注意しましょう。

問い合わせ先
役場 1 階　国保医療課

内線 1121



低
所
得
者
の
負
担
軽
減
制
度

　

所
得
が
33
万
円
以
下
の
場
合
は
、
均

等
割
額
、
平
等
割
額
そ
れ
ぞ
れ
６
割

の
減
額
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

世
帯
で
、
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
24

万
５
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超

え
な
い
場
合
は
、
均
等
割
額
、
平
等
割

額
は
そ
れ
ぞ
れ
４
割
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

▼
医
療
保
険
分

○
６
割
減
額
の
場
合

　

均
等
割
額
が
１
万
８
０
０
円
、
平
等

割
額
が
１
万
２
０
０
０
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。

○
４
割
減
額
の
場
合

　

均
等
割
額
が
７
２
０
０
円
、
平
等

割
額
が
８
０
０
０
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

▼
介
護
保
険
分

○
６
割
減
額
の
場
合

　

均
等
割
額
が
３
６
０
０
円
、
平
等

割
額
が
２
４
０
０
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

○
４
割
減
額
の
場
合

　

均
等
割
額
が
２
４
０
０
円
、
平
等

割
額
が
１
６
０
０
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

（5）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
い
わ
れ
る
肥
満
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
り
、

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
や
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

腰
や
ひ
ざ
・
心
臓
に
か
か
る
負
担
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
だ
れ
で
も
、
い

つ
で
も
で
き
る
最
適
な
運
動
と
い
え
ま
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

１０月９日（土）開催

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
、
筋
力
を
維

持
で
き
る
か
ら
だ
に
な
る
と
、
基
礎
代

謝
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て
太
り
に
く
い

か
ら
だ
に
な
り
、
血
糖
値
を
下
げ
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。
か
ら
だ
が
軽
く
な
れ

ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
習
慣
化
し
運
動

不
足
が
解
消
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
中
の
会
話

や
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
さ
ら
に
楽
し
く
さ
せ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
第
４
回
や
さ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
10
月
９
日（
土
）

に
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
世
界
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。

　

大
会
の
開
催
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

目　

的

　

歩
く
こ
と
を
通
し
て
自
然
に
親
し

み
、「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
や
さ
と
」
の
よ

さ
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病

や
老
化
を
防
い
で
健
康
の
増
進
を
は
か

り
ま
す
。

主　

催

　

八
郷
町
・
八
郷
町
国
民
健
康
保
険

協　

賛

　

八
郷
町
内
郵
便
局

期　

日

　

平
成
16
年
10
月
９
日
（
土
）

　
《  

雨
天
時
の
予
備
日

　
　

平
成
16
年
10
月
10
日
（
日
）  

》

集
合
場
所

　

八
郷
町
立
中
央
公
民
館

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

血
糖
値
検
査

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

希
望
者
の
み
、
ス
タ
ー
ト
前
と
ゴ
ー

ル
後
に
検
査
し
て
血
糖
値
の
変
化
を
見

ま
す
。
検
査
は
時
間
の
範
囲
内
で
先
着

順
で
す
。

コ
ー
ス

○
た
っ
ぷ
り
コ
ー
ス

　

八
郷
町
立
中
央
公
民
館 

↓ 
丸
山
古

墳
↓
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路 
↓ 

県
畜
産
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
８
キ
ロ

○
ら
く
ら
く
コ
ー
ス

　

八
郷
町
立
中
央
公
民
館 

↓ 

恋
瀬
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路 

↓ 

県
畜
産
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
６
キ
ロ

※
到
着
次
第
昼
食
（
と
ん
汁
と
お
に
ぎ

り
を
主
催
者
側
で
用
意
）、
終
了
後
バ

ス
で
八
郷
町
立
中
央
公
民
館
ま
で
移
動

し
ま
す
。

開
会
式

　

午
前
９
時
45
分

ス
タ
ー
ト
時
間

　

午
前
10
時

参
加
資
格

　

小
学
生
以
上
（
た
だ
し
、
小
学
生
は

保
護
者
の
同
コ
ー
ス
へ
の
同
時
参
加
が

必
要
）

参
加
費

　

一
人
当
た
り
３
０
０
円

申
し
込
み
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

申
し
込
み
方
法

　

役
場
国
保
医
療
課
、
園
部
・
恋
瀬
出

張
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
町
内
各
郵
便

局
に
申
込
書
と
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

大
会
当
日
、
雨
天
に
て
中
止
の
場
合

は
午
前
６
時
50
分
の
町
防
災
行
政
無
線

に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
延
期
の
放
送
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
期
間
後
は
キ
ャ
ン

セ
ル
者
へ
参
加
費
の
払
い
戻
し
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

第
４
回
や
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

昨年のウォーキング大会昨年のウォーキング大会

問い合わせ先
役場 1 階
国保医療課
内線 1121



(6)

第20回参議院議員通常選挙結果

7月11日に第20回参議院議員通常選挙が行われました。

参議院茨城県選挙区選出議員選挙と参議院比例代表選出議

員選挙の投票が、町内27の投票所で午前7時から午後8

時まで行われ、午後9時から役場会議室で開票されました。

八郷町における投票状況と開票状況は次のとおりです。

●選挙当日の有権者数

　　　男　12,087 人 

　　　女　12,367 人 

　　　計　24,454 人 

●投票者数と投票率　参議院茨城県選挙区選出議員選挙

　　　男　  5,602 人  46.35 ％ 

　　　女　  5,207 人  42.10 ％ 

　　　計　10,809 人 44.20 ％  

参議院茨城県選挙区選出議員選挙開票結果

候補者名（届出順）　　　 届出政党名　　　得票数

ぐんじ　彰　　　民主党　　　　　3,641 票

岡田　広　　　　自由民主党　　　6,028 票 

田谷　たけお　　日本共産党　　　　765 票 

無効投票　　　　　　　　　　　　　375 票  

　　　【敬称略】

参議院比例代表選出議員選挙開票結果

届出政党名　　　　得票数

みどりの会議　　　　124.119票

自由民主党　　　　4,125.148票 

女性党　　　　　　　180.000票 

社会民主党　　　　　455.000 票  

維新政党・新風　　　　18.000 票

公明党　　　　　　1,843.727票 

民主党　　　　　　3,159.879票 

日本共産党　　　　　498.122票  

無効投票　　　　　　409.000票 

※小数点以下は按分によって分けられた票になります。

●問い合わせ先　八郷町選挙管理委員会
　　　　　　　　　（役場3階　総務課内　内線1337）

開票作業（役場会議室）

平
成
16
年
第
2
回

　
　
　

八
郷
町
議
会
臨
時
会

　

7
月
29
日
、
平
成
16
年
第
2
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
1
号
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案

●
八
郷
町
学
童
保
育
事
業
実
施
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
11
年
4
月
1
日
か
ら
園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
設
さ
れ
て
い
た
園
部
児
童
ク
ラ
ブ
を
平
成
16
年
9
月
1
日
か
ら
園

部
小
学
校
に
移
す
こ
と
と
、
柿
岡
小
学
校
及
び
東
成
井
小
学
校
に
児

童
ク
ラ
ブ
を
平
成
16
年
10
月
1
日
か
ら
開
設
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成
16
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
1
号

　

当
初
予
算
に
対
し
歳
入
歳
出
総
額
を
、
1
億
４
１
０
３
万
７
千
円

を
追
加
し
て
、
99
億
８
１
０
３
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
八
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
第
1
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
28

億
７
１
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
八
郷
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
第
1
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
６
６
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
26
億
３
３
６
６
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
町
有
財
産
の
取
得

　

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
2
台
の
購
入

　

○
真
家
地
内
町
道
６
６
５
０
号
線
の
用
地
購
入

●
町
道
路
線
の
認
定
・
変
更

　　

こ
れ
ら
の
案
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
下
水
道
本
管
工
事
の
工
事
請
負
契
約
3
件
に
つ
い
て
は
、

否
決
さ
れ
ま
し
た
。



(7)

八
郷
町
学
童
保
育
事
業

柿
岡
小
学
校
・
東
成
井
小
学
校
に

「
柿
岡
児
童
ク
ラ
ブ
」・「
東
成
井
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
新
設
さ
れ
ま
す

「
園
部
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
園
部
小
学
校
に
移
り
ま
す

　

学
童
保
育
は
、
核
家
族
化
や
共
働
き
の
家
庭
で
、

学
校
の
放
課
後
等
に
お
い
て
保
護
者
に
よ
る
保
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
留
守
家
庭
の
児
童
（
小
学

校
の
第
1
学
年
か
ら
第
3
学
年
ま
で
に
在
学
す
る
児

童
）
が
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
と
し
て
児
童
ク

ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
4
月
1
日
に
園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー

セ
ン
タ
ー
で
「
園
部
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
が
9
月
1
日
か
ら
場
所
が
園
部
小
学
校
に
変

わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
共
働
き
の
家
庭
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
10

月
1
日
か
ら
柿
岡
小
学
校
に
「
柿
岡
児
童
ク
ラ
ブ
」、

東
成
井
小
学
校
に
「
東
成
井
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
新
設

さ
れ
ま
す
。

学
童
保
育
事
業
の
概
要

●
学
童
保
育
事
業
を
実
施
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
い

い
ま
す
。

●
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
10
人
以
上
で
開
設
し
、
定
員
は
概
ね
30
人
と
し
ま
す
。

●
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

○
遊
戯
及
び
創
作
等
を
通
し
て
の
児
童
の
育
成
指
導

　

○
児
童
の
育
成
指
導
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
保
護
者
と
の
連
絡

　

○
そ
の
他
児
童
の
健
全
育
成
に
必
要
な
活
動

●
本
町
が
設
置
す
る
小
学
校
の
第
1
学
年
か
ら
第
3
学
年
ま
で
に
在
学
す
る
児

童
で
学
校
放
課
後
等
に
保
護
者
に
よ
る
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
、
か
つ
、
同
居
の
親
族
そ
の
他
の
者
か
ら
も
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
負
担
金
の
額
は
，
1
人
に
つ
き
月
額
４
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

●
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
す
る
と
き
は
、
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
時
間
は
、
学
校
終
業
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
す
。

た
だ
し
、
学
校
の
休
業
日
は
、
午
前
8
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
1
階　

福
祉
課　

内
線　

１
１
４
２



「
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・

届
出
サ
ー
ビ
ス
」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
始
ま
り
ま
し
た

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
や
届
出

を
受
け
付
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
窓
口
へ
出
か
け
な
く
て
も
自
宅
や
職
場
に

い
な
が
ら
町
へ
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。深
夜
や
休
日
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
手
続
き
の
際
に
別
に
必
要

と
な
る
書
類
の
提
出
や
、
町
か
ら
の
文
書
の
交

付
な
ど
に
つ
い
て
は
郵
送
ま
た
は
、
窓
口
交
付

に
な
り
ま
す
が
、
将
来
は
こ
れ
ら
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
予

定
で
す
。

　

町
の
手
続
き
で
は
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付

請
求
や
、
住
民
税
課
税
証
明
交
付
申
請
、
母
子

健
康
手
帳
交
付
申
請
な
ど
現
在
の
と
こ
ろ
12
の

手
続
き
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
ご
利
用
の
手
続
き
に
よ
っ
て
は
、
本
人
確
認

の
た
め
に
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
に
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
パ
ソ
コ

ン
に
接
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

サービスの利用に必要なもの
インターネットに接続できるパソコンが必要です。
なお、対応するＯＳとブラウザは次のとおりです。
●ＯＳ　Microsoft Windows ＸＰ、2000、ＮＴ4.0、Me
●ブラウザ　Microsoft Internet Explorer 5.5、6.0
●手続きによっては、電子署名が必要です。
　「電子署名が必要です。」という注意書きのある手続きの申請・
　届出を行うには、次のものが必要となります。
個人での手続きの場合
　公的個人認証サービスによる電子証明書及びＩＣカードリー
ダー・ライター
法人での手続きの場合
　商業登記に基づく電子認証制度による電子証明書

町
で
ご
利
用
で
き
る
手
続

1

住
民
票
／
除
票
の
写
し
の
交
付
請
求

○

2

戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
請
求

○

3

付
記
転
出
届

○

4

住
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
交
付
申
請

○

5

課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
交
付
申
請
（
固
定
資
産
評
価
証
明
交
付
申
請
）
○

6

事
業
所
所
在
証
明
交
付
申
請

○

7

納
税
証
明
交
付
申
請

○

8

土
地
・
家
屋
現
況
証
明
交
付
申
請

○

9

犬
の
所
有
者
住
所
等
変
更
届
出

－

10

犬
の
死
亡
の
届
出

－

11

母
子
健
康
手
帳
交
付
申
請
（
妊
娠
届
出
）

○

12

妊
産
婦
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
交
付
申
請
（
マ
ル
福
）

○

　
　

注
）
○
印
は
、公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
等
の
電
子
署
名
付
与
に
よ
る
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

●問い合わせ先
　○住民基本台帳カード
　　　公的個人認証サービスについて
　　　役場 1階　住民課　内線 1111

　○電子申請・届出サービス全般について
　　　役場 3階　企画課　内線 1324

いばらき電子申請・届出サービスの
ホームページ

https://www1.asp-ibaraki.jp/home/index.html
●町のホームページに「いばらき電子申請・届出サービス」
　へのバナーが用意してありますのでご利用ください。
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広がる友達の
ネットワーク

夏休みスペシャル企画　宿泊体験教室
　町教育委員会生涯学習課主催の宿泊体験が7月22日と23

日の2日間、新治村にある茨城県立中央青年の家で行われま

した。これは町内の小学4年生から6年生を対象に、宿泊を

ふくめたさまざまな体験を通し、助け合いの精神や、自主性を

身に付けてもらおうと行われたものです。同教室には46人の

元気な子どもたちが集まりました。このページでは、宿泊体験

の様子を紹介します。

入所式。みんな真剣に説明を聞いてます。 グループに分かれて自己紹介。緊張 !? すぐに仲良し。

お昼を食べたらウォークラ
リー。それにしても暑い。

クイズだよ。あの竹の種類は ?
この道はあっちへ行くのかな。

ゴール。私たち一番乗り ?

夜は火を囲んでキャンプファイ
ヤー。

新聞紙の洋服は決まっ
てる ?

2 日目はバーベキュー。何で
も準備は大変。

みんなで食べるとおいしいね。

2日間お疲れ様でした。記念にハイチーズ。

宿
泊
体
験
に
協
力
し
て
く
れ
た

リ
リ
ー
専
門
学
校
の
み
な
さ
ん
。

前
列
右
か
ら
小
池
さ
ん
、栗
山
さ
ん
、

沼
田
さ
ん
、
新
治
さ
ん
、
谷
口
さ

ん
、
２
列
目
右
か
ら
加
藤
さ
ん
、
道

川
さ
ん
、
小
河
内
さ
ん
、
後
列
右
か

ら
宇
都
木
さ
ん
鈴
木
さ
ん
。

(9)



連
絡
先　

四
宮
夕
子
(46)
１
０
１
４

◆
◇
お
ひ
さ
ま
と
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
◇
◆

毎
週
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

二
歳
〜
就
園
前
の
幼
児
と
保
護
者

内
容　

サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
、
絵
本
、
手

作
り
お
も
ち
ゃ
、
戸
外
遊
び

連
絡
先　

山
本
千
晴
(46)
６
７
７
５

皆
さ
ん
の
献
血
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

献
血
は
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
そ
し

て
何
よ
り
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
や

る
優
し
い
心
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。

実
施
日
時　

9
月
7
日
（
火
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

実
施
場
所　

役
場
１
階
１
０
３
会
議
室

　

今
回
の
け
ん
こ
う
通
信
は
子
育
て
特

集
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

先
日
研
修
に
行
っ
た
時
に
精
神
科
医

が
話
し
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が
健
全

に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
父
と
母
が
仲

良
く
す
る
こ
と
が
第
一
。
子
ど
も
の
前

で
暴
力
を
伴
う
夫
婦
喧
嘩
は
禁
物
。
母

と
子
が
友
達
関
係
に
な
っ
て
父
を
い
じ

め
る
の
も
だ
め
。
親
子
の
間
に
は
世
代

の
線
引
き
を
し
て
、
親
は
子
ど
も
を
育

て
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
そ
う
で
す
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

保
健
師　

髙
橋

家
庭
訪
問
、
乳
幼
児
健
診
、
遊
び
の
教

室
な
ど
な
ど
。

　

今
、
八
郷
町
で
一
番
子
育
て
お
母
さ

ん
が
多
く
集
ま
る
の
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
す
。
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
独
り
で
子

育
て
し
て
い
る
お
母
さ
ん
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
☆
★
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
★
☆
★

毎
月
第
1
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時

赤
ち
ゃ
ん
計
測

や
離
乳
食
の
試

食
が
で
き
ま
す
。

毎
回
30
組
前
後

の
お
母
さ
ん
た

ち
が
集
ま
り
ま

す
。
7
月
に
は

七
夕
飾
り
を
用

意
し
て
、
お
母

さ
ん
た
ち
に
お
願
い
事
を
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。

★
☆
★
子
育
て
サ
ロ
ン
★
☆
★

毎
月
第
3
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時

保
健
セ
ン
タ
ー
の
お
部
屋
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
子
連
れ
マ
マ
達
が
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
し
て
い
ま
す
。
毎
回
10
組
前

後
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。

★
☆
★
遊
び
の
教
室
★
☆
★

ひ
よ
こ
教
室
（
一
歳
未
満
）、
め
だ
か

教
室
（
一
歳
）、
ひ
ま
わ
り
教
室
（
二

〜
三
歳
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
晴
ら
し
に
お
出
か
け

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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●八郷町保健センター　電話43－ 6655

けんこう通信
　メールでの相談も受付けています。
　hoken@town.yasato.ibaraki.jp 

子
育
て
に
悩
ん
だ
時
は
ま
ず
相
談
！

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
来
所
・
電
話
・
メ
ー

ル
で
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

八
郷
町
の
自
主
グ
ル
ー
プ
に
注
目
！

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
自
主

的
に
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
紹
介
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
◇
◆
よ
ち
よ
ち
親
子
ビ
ク
ス
◆
◇
◆

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
2
時

場
所　

八
郷
町
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

対
象 　

一
歳
〜
二
歳
半
の
幼
児
と
親

内
容　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
リ

ト
ミ
ッ
ク
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
な
ど
。

連
絡
先　

増
田
順
子

　
　
　

０
９
０
・
１
８
５
５
・
９
２
０
０

◇
◆
エ
イ
ト
ビ
ー
ト
ボ
ン
バ
ー
ズ
◆
◇

毎
週
水
曜
日

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

子
連
れ
マ
マ
、
成
人
一
般

内
容　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
。

連
絡
先　

小
松
崎
直
恵
(42)
２
１
７
９

◆
◇
◆
ぽ
っ
か
ぽ
か
◆
◇
◆

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

内
容　

自
由
遊
び
、
親
子
の
交
流
、
マ

マ
の
お
友
達
作
り

子
ど
も
を
望
む
方
へ

　

妊
娠
を
望
む
夫
婦
の
約
一
割
が
不
妊

症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。茨
城
県
で
は
、

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

無
料
で
不
妊
相
談
、
不
妊
治
療
の
情
報

提
供
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

【
予
約
受
付
・
水
戸
保
健
所
健
康
増
進
課

　
　

０
２
９
（
２
４
４
）
２
８
２
８
】

　

ま
た
、
不
妊
治
療
費
助
成
も
始
ま
り

ま
し
た
。
申
請
に
は
必
要
な
条
件
や
書

類
が
あ
り
ま
す
。

【
窓
口
・
土
浦
保
健
所

　
　

０
２
９
（
８
２
１
）
５
３
９
８
】

子
育
て
中
の
方
へ

●
水
の
事
故
に
注
意
！

暑
い
日
に
水
遊
び
を
す
る
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
は
洗
面
器
の

水
で
も
溺
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
目
を
離

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
み
物
に
も
注
意
！

喉
が
渇
い
た
と
い
っ
て
ジ
ュ
ー
ス
ば
か

り
で
は
お
腹
が
一
杯
に
な
っ
て
、
ご
は

ん
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
母
乳

や
ミ
ル
ク
以
外
の
水
分
補
給
は
水
や
お

茶
に
し
ま
し
ょ
う
。
イ
オ
ン
飲
料
も
普

段
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
子
育
て

に
関
す
る
事
業
も
い
ろ
い
ろ
行
な
っ
て

い
ま
す
。
妊
娠
し
た
方
に
母
子
健
康
手

帳
の
発
行
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、



（11）

菖
蒲
沢
の
字
寺
に
薬
師
堂
が
あ
る
。
寺
伝

に
よ
る
と
筑
波
山
不
動
院
東
光
院
の
別
院
で
、

中
禅
寺
の
徳
一
上
人
が
開
山
、
筑
波
四
面
薬
師

の
一
つ
を
配
置
し
た
と
い
う
。
何
度
か
火
災
に

あ
っ
た
が
、
薬
師
如
来
像
と
仁
王
像
は
難
を
逃

れ
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
再
建
の
薬
師

堂
に
安
置
さ
れ
た
。
伝
承
に
よ
る
と
、
薬
師
如

来
が
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
鹿
島
郡
汲
上
浜

に
流
れ
つ
き
、像
高
八
〇
セ
ン
チ
の
胎
内
仏（
一

寸
八
分
と
も
）
と
さ
れ
た
が
、
現
在
、
ど
こ
に

あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
汲
上
地
区
か
ら

は
瓦
葺
料
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
堂
の
あ
る
桑

柄
山
の
参
道
は
せ
ま
い
。
か
つ
て
茨
城
県
立
歴

史
館
特
別
展
に
出
品
し
た
が
、
輸
送
に
だ
い
ぶ

手
間
を
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
回
は
汲
上

浜
に
流
れ
着
き
、
こ
こ
に
移
さ
れ
た
薬
師
如
来

の
伝
説
を
物
語
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

昔
々
、
今
の
鹿
島
郡
大
洋
村
の
汲
上
に
一
人

の
正
直
な
漁
師
が
住
ん
で
い
た
。
あ
る
日
、
い

つ
も
の
よ
う
に
浜
辺
で
網
を
打
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
日
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
一
匹

の
魚
も
と
れ
な
か
っ
た
。
漁
を
家
計
と
し
て
い

る
漁
師
に
と
っ
て
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
日
が
筑
波
山
に
沈
む
こ
ろ
、
何

か
網
に
か
か
っ
た
よ
う
な
手
応
え
が
あ
っ
た
。

　
「
ほ
ら
何
か
か
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
網
を
あ

げ
た
。
と
こ
ろ
が
中
に
入
っ
て
い
た
の
は
魚
で

な
く
、
三
〇
セ
ン
チ
の
仏
像
だ
っ
た
。
漁
師
は

驚
い
て
手
を
洗
い
、
仏
像
を
懐
に
入
れ
て
帰
っ

た
。
さ
っ
そ
く
仏
壇
に
納
め
、
お
茶
と
御
飯
を

あ
げ
た
。

　

そ
の
夜
、漁
師
は
何
の
仏
像
か
な
と
考
え
た
。

そ
し
て
、
床
に
入
っ
た
が
、
真
夜
中
こ
ろ
、
漁

師
は
夢
を
み
た
。
枕
元
に
は
今
日
拾
っ
て
き
た

仏
像
が
立
っ
て
い
た
。

　
「
自
分
は
イ
ン
ド
の
国
か
ら
は
る
ば
る
来
て
、

世
の
中
に
病
気
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
薬

師
如
来
だ
。
こ
ん
な
浜
辺
で
な
く
て
、
高
い
山

へ
ま
つ
っ
て
く
れ
」
と
い
っ
た
。

　

漁
師
は
驚
い
て
、夜
の
明
け
る
の
を
待
っ
て
、

そ
の
薬
師
様
を
背
負
い
、
筑
波
山
め
が
け
て
歩

い
た
。漁
師
は
途
中
ま
で
く
る
と
大
変
疲
れ
た
。

　
「
お
前
は
人
間
だ
か
ら
、
早
く
歩
け
ま
い
。

わ
し
が
力
を
か
し
て
、
途
中
ま
で
青
竜
大
士
に

し
て
や
る
」

　

と
い
っ
て
何
か
し
た
か
と
思
う
と
体
が
宙
に

浮
い
て
筑
波
山
目
が
け
て
飛
び
た
っ
た
。

　
「
ど
う
だ
、
少
し
は
楽
に
な
っ
た
か
、
筑
波

山
の
前
の
あ
の
峠
、
平
ら
な
所
が
あ
る
か
ら
、

あ
の
辺
で
よ
か
ろ
う
。
あ
れ
は
何
と
い
う
山
か

知
ら
な
い
が
、
海
と
山
の
境
だ
か
ら
境
木
峠
と

名
を
つ
け
る
と
よ
い
」

八
郷
の
歴
史　
(41)

　

途
中
ま
で
飛
ん
で
く
る
と
、
漁
師
は
境
木
峠

へ
登
る
道
を
、
薬
師
様
を
背
負
っ
て
歩
き
出
し

た
。
山
が
急
な
の
で
、
漁
師
は
疲
れ
て
岩
の
上

に
、「
ヨ
イ
ト
コ
サ
」
と
い
っ
て
腰
を
か
け
た
。

背
中
の
薬
師
様
は
「
何
ヨ
イ
ト
コ
、
そ
れ
で
は

こ
こ
に
し
よ
う
」
と
い
っ
て
、
背
中
か
ら
降
り

て
、
そ
こ
で
動
か
な
く
な
っ
た
。

　

漁
師
は
、「
今
一
足
で
境
木
峠
で
す
。
も
う

少
し
の
し
ん
ぼ
う
で
す
」と
い
っ
た
が
、「
い
や
、

あ
の
境
木
山
に
は
水
が
な
い
よ
う
だ
。
こ
こ
は

水
も
あ
っ
て
、
本
当
に
よ
い
所
だ
。
こ
こ
に
ま

つ
っ
て
く
れ
」
と
薬
師
様
は
漁
師
に
い
っ
た
。

　

そ
こ
で
漁
師
は
土
地
の
人
々
の
手
を
借
り
、

現
在
の
場
所
に
薬
師
堂
を
建
て
て
ま
つ
っ
た
。

お
堂
は
何
回
か
火
災
に
あ
い
、
建
て
替
え
ら
れ

た
が
、
薬
師
様
は
大
き
な
薬
師
像
の
胎
内
に
納

め
ら
れ
、
土
地
の
人
々
の
安
全
を
祈
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
。

　

町
史
編
さ
ん
専
門
委
員　

民
俗　

今
瀬
文
也

流
れ
着
い
た
薬
師
様

図書室からのご案内

○一般図書

道路の権力　　　　　　　　猪瀬　直樹

瑠璃の海　　　　　　　　　小池真理子

幼夜　　　　　　　　　　　東野　圭吾

蛇にピアス　　　　　　　　金原ひとみ

静かな大地　　　　　　　　池澤　夏樹

送り火　　　　　　　　　　重松　　清

サラマンダーの夜　　　　　久間　十義

終わらざりし物語（上・下）

　　　　　　　　  J・R・R・トールキン

「北方領土」上陸記　　　　  上坂　冬子

○児童図書

にげだしたはりっこ人形　

　　　　　　　　　　　　赤羽じゅんこ

子どもに語るイタリアの昔話

　　　　　　　　　　　　　剣持　弘子

いっしょになみだ　　　　　森山　　京

空を走る電車　　　　　　　最上　一平

ネズンタはかせの発見　　　高楼　方子

ゆうれい家庭訪問　　　　　三田村信行

のねずみのちびすけ　　　　小野寺悦子

たいこのひびきは森のうた　

　　　　　　　　　　　　　茂市久美子

さっちゃんはマンションで

　　　　　ワナにはまった　皿海　達哉

ねこなき山小学校　　　　　富安　亮子

※図書室の未返却本が 300 冊以上あ

ります。お心あたりのある方は、返

却していただきますようお願いいた

します。

八郷町中央公民館  電話 43－6262

○本の貸し出しは 1人当たり 1     
　回 5冊までです。
○貸し出し期間は 2週間です。
　土･日もご利用できます。



●まちの話題できごと

　

八
郷
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　
　
　

競
技
大
会
開
催

（12）

　柿岡中学校（村

上朝雄学校長）

で、7月15日に

生徒会主催の人

権について考え

る集会が開かれ

ました。集会で

は、岩瀬日本大

学高等学校長の程塚洋先生による「生きる」と題する講

演が行われました。程塚先生は、「自分が他人にされて

いやなことは他人に対して絶対にしないこと。大切なこ

とは、人を大事にする優しさを持ち、支え助け合うこと」

と述べられました。生徒たちは講演に熱心に耳を

傾けていました。

　１本の茎に100個もの山ユリが花を咲かせ

ました。これは、柴内の雨貝彰さんが7年ほど

前に山から採ってきて自宅の庭に植えたものです。茎

の丈は1ｍ80㎝にもなります。これほどたくさんの花

を咲かせたのは今

年が初めて。山ユ

リはイノシシが球

根を食べてしまう

ため、筑波山周辺

地域では大変珍し

いそうです。ちな

みに、ユリは町の

花に指定されてい

ます。

中学生、人権について考える

1本の茎に100個のユリ

家内安全、五穀豊穣を願って
　毎年7月27日に瓦会地区の両桁・山寺集落では鳴滝

不動尊まつりが行われます。今年は同集落の小学生5

人が参加。この日、朝早くお不動さまでお坊さんがお札

を祈願します。そのあと子供たちがお不動さまを納めた

厨子を背負い、鐘を鳴らしながら「まんどう、まんどう」

と言って、お札を各民家に配って歩きます。大正時代に

始まったと

いわれるこ

のまつりは、

時を経て今

もなお子供

たちに受け

継がれてい

ます。

7月18日、八郷町土地改良区朝日地区維持

管理委員会のみなさんが河川清掃を行いました。

125名の組合員全員が参加し、朝７時から小桜川の菖

蒲沢から青田に至る流域で、川べりの草刈りやごみ拾い

に精を出しました。同委員会では毎年小桜川の清掃を行

い、河川の保

全管理に努め

ています。こ

のような活動

によって、健

全な水辺環境

が次の世代に

引き継がれて

いくことでし

ょう。

　

７
月
19
日
、
八
郷
町
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
が
八
郷
町
役
場
駐
車
場

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
に
４
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
４
チ
ー
ム
が
出
場
。
選
手
の

み
な
さ
ん
は
迅
速
な
動
作
と
み
ご
と
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
操
法
演
技
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
▽
優
勝　

第
２
分

団
第
４
部
▽
準
優
勝　

第
１
分
団
第
１

部
▽
第
三
位　

第
７
分
団
第
４
部
▽
敢

闘
賞　

第
４
分
団
第
２
部

小
型
ポ
ン
プ
の
部
▽
優
勝　

第
５
分
団

第
４
部
▽
準
優
勝　

第
８
分
団
第
２
部

▽
第
三
位　

第
６
分
団
第
１
部
▽
敢
闘

賞　

第
３
分
団
第
４
部

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
優
勝
チ
ー

ム
は
、
来
た
る
10
月
23
日
に
開
催
予
定

の
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

新
治
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

朝日地区で川の清掃



　

　７月9日『八郷町農業協同組合繁殖和牛研究会』（渡辺操会長・会員3名）

が設立されました。同会は、和牛を繁殖させることを目的にしています。

　副会長の竹林博さんの牧場には、鹿児島県と島根県からやってきた和牛

４頭が飼われ、島根県産の和牛からはすでに２頭の子牛が誕生しています。

　そもそも竹林さんが和牛の飼育を始めた動機は、放置された休耕田を荒

廃から守り、有効活用するというものでした。広大な牧場には母牛のあと

を歩く子牛の愛らしい姿。そして

そのかたわらを元気に駆けまわる

４頭のポニーの姿があります。竹

林さんは将来、単なる和牛を飼

育するだけの牧場ではなく、動物

と子供たちがふれ合う公園のよう

なものにしたいという夢がありま

す。

第
10
回
八
郷
町
長
杯
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
17
日

（13）

ボランティア活動で思い出作り

●まちの話題できごと

　有明中学校（萩原福次学校長）で、7月9日に生徒会主

催のボランティア活動が行われました。摂氏35度を超え

る炎天下の中、生徒たちは有明中学校周辺地域でごみ拾い

を行い、合計200キロものごみが集まりました。

　このごみ拾いは、生徒会交流会として球技大会と併せて

クラス対抗で行われたものです。生徒たちは収集するごみ

の量を競い合いました。3年生の小池亮介生徒会長が、自

分たちで何かやりたいという思いから発

案。生徒会がすべて企画・運営しました。

生徒たちは大会当日までの一週間あまり、

登下校時に道端に投棄されているごみを

下見し、少しずつ拾い集めてきました。

　今回の企画を見守ってきた今泉準一教

頭先生は「生徒たちの『暑かった』とい

う感想を予想していましたが、以外にも

『思い出になって

楽しかった』と

いう感想が多く、

みんなすばらし

い笑顔でした」

と話していまし

た。

和牛の繁殖研究会を設立

広
報
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

広
報
や
さ
と
の
14
・
15
㌻
「
み
ん
な

の
広
場
」
習
字
コ
ー
ナ
ー
、
や
さ
と
文

芸
、
わ
た
し
も
一
言
、
イ
ラ
ス
ト
へ
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
（
鈴
木
資
良
会

長
）主
催
に
よ
る
第
10
回
Ｔ
Ｂ
Ｇ（
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）
大
会
が
、

男
女
42
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部
▽
優
勝　

海
野
重
俊（
大
増
）

▽
準
優
勝　

鈴
木
昌
平
（
大
増
）
▽
三

位　

宇
田
雅
嘉
（
大
塚
）
▽
四
位　

松

浦
秀
雄
（
真
家
）
▽
五
位　

久
保
田
芳

男
（
山
崎
）　

女
子
の
部
▽
優
勝　

底

節
子
（
上
曽
）
▽
準
優
勝　

安
達
み
ち

（
林
）
▽
三
位　

潮
田
喜
久
恵
（
大
増
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

■
訂
正　

広
報
や
さ
と
７
月
号
・
２
㌻

の
感
謝
状
を
受
け
た
退
任
区
長
の
氏
名

が
３
名
も
れ
て
い
ま
し
た
。
も
れ
て
い

た
の
は
次
の
方
々
で
す
。
▽
葦
穂
地
区

瓜
谷　

神
生
恭
利
さ
ん
▽
葦
穂
地
区
北

郷　

齊
藤
榮
さ
ん
▽
園
部
地
区
鶴
沼　

鶴
井
辰
雄
さ
ん　

訂
正
す
る
と
と
も
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　7月28日に八郷町子ども会育成連合会（谷島慎一会長）

主催による第30回町子ども会球技大会が総合運動公園ほ

か2か所を会場に行われました。

　当日は町内各小学校から26チームが参加。種目は男女

混合のドッジボールで、白熱した試合が繰り広げられま

した。試合の結果は次のとおりです。

▽優勝　東成井ドリームキング ▽準優勝　瓦会勝龍団 ▽
三位　小桜ウッキーズ・林スパイキッズ

　なお、同大会で入賞した4チームは、7月31日に霞ヶ

浦町勤労者体育センターで行われた郡大会に出場し、東

成井ドリームキングと小桜ウッキーズが3位入賞を果

たしました。

子ども会球技大会で
　熱戦繰り広げられる
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習
字
コ
ー
ナ
ー

小
幡
小
二
年　

木
村　

有
花

  

評
（
財
）
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員　

岩
波
芳
水

墨をたっぷり含ませて線に深
さがありよく書けています。

園
部
小
六
年　

久
保
田　

祥
代

一点一画に気持ちが入ってい
て筆力のしっかりした見事な
作品です。

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場

●皆さんが作る
ページです。
作品をお寄せく
ださい。

●「
わ
た
し
も
一
言
」

先
日
、
私
は
自
分
の
不
注
意
で
お
風
呂
に
て
思
わ
ぬ
け

が
を
し
ま
し
た
。
老
い
て
く
る
と
足
も
と
が
悪
く
な

り
、
思
わ
ぬ
所
で
事
故
に
遭
い
ま
す
。
高
齢
者
の
お
風
呂

で
の
事
故
は
と
て
も
多
い
そ
う
で
す
。
寝
る
こ
と
も
起
き
上

が
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
や
む
を
え
ず
病
院
に
入
院

し
ま
し
た
。
や
っ
と
ひ
と
り
で
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
、
十
二
日
間
病
院
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
の

み
な
さ
ま
、
お
風
呂
に
入
る
と
き
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
私
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
た
め
に
、
注
意

の
言
葉
を
お
風
呂
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

１
、
気
を
付
け
て
二
度
と
お
こ
す
な
フ
ロ
の
事
故

２
、
お
フ
ロ
に
は
思
わ
ぬ
所
に
お
と
し
穴　
　
　
　
　
　
　

上
林　

平
の
ぶ
子
（
77
）

先
日
、新
潟
の
佐
渡
市
に
母
の
法
事
（
23
回
忌
）
に
行
っ

て
帰
る
途
中
、
燕
三
条
駅
を
出
て
ま
も
な
く
、
田
ん

ぼ
一
面
が
水
に
お
お
わ
れ
川
面
（
五
十
嵐
川
）
が
も
う
少
し

の
所
で
は
ん
ら
ん
寸
前
で
し
た
。
あ
ん
な
光
景
は
生
ま
れ
て

初
め
て
で
す
。
び
っ
く
り
す
る
と
同
時
に
、
水
の
こ
わ
さ
と

い
う
も
の
を
見
ま
し
た
。

 

柿
岡　

溝
上
マ
ス
ヱ
（
67
）

　
　

短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

嫁
は
背
を
孫
は
洗
髪
郷さ
と

の
温ゆ
泉
で
吾
が
誕
生
日
祝
ひ
く
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

岡　

萩
原　

照
子

人
波
に
押
さ
れ
見み

回め
ぐ

る
古
寺
の
紫
陽
花
日
差
し
に
項う

な

垂だ

れ
し
午
後　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

崎　

荒
井　

幸
子

鶯
の
囀
り
高
き
靄
の
朝
気
負
い
立
つ
よ
に
篁

た
か
む
らゆ

る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓　

弦　

塚
田　

キ
ヨ

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

塩
ふ
っ
て
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
ほ
お
ば
る
子　

小
幡
小
六
年　

小
林
真
梨
子

頬
紅
の
刷
毛
の
ご
と
く
に
合
歓
の
花　
　
　
　
　

下　

林　

佐
藤　

繁
子

蛇
姫
を
祀
る
神
社
も
梅
雨
し
と
ど　
　
　
　
　
　

太　

田　

坂
本
き
み
子

　
　

折　

句　
　
　
　
　
　

鈴
木　

弦
月　

選

　
　
　
　
（　

や
・
ま
・
ぶ
・
き　

）

八 

十
路
越
え
て
も　

ま 

だ
矍か
く

鑠し
ゃ
くと　

無 

事
で
迎
え
た　

今 

日
の
幸　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

林　

谷
島　

清
風

優 

し
身
内
に　

ま 

も
ら
れ
乍な
が

ら　

夫 

婦
揃
っ
て　

喜 
寿
の
宴　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

林　

白
井
冨
喜
江

優 

し
介
護
に　

孫 

等
も
交
え　

夫 

婦
揃
っ
て　

喜 

寿
の
宴　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子



●
玉
ね
ぎ
の
お
こ
の
み
焼
き
風
【
材
料
４
人
分
】
玉
ね
ぎ

　

大
１
個
○
豚
ひ
き
肉　

２
０
０
ｇ
○
大
葉　

５
〜
６
枚

○
卵　

１
個
○
片
栗
粉　

適
宜
○
サ
ラ
ダ
油　

大
さ
じ
２

【
作
り
方
】
①
玉
ね
ぎ
は
縦
に
半
分
に
切
り
、
５
㎜
幅
に

き
ざ
む
。
②
切
っ
た
玉
ね
ぎ
は
ば
ら
し
て
片
栗
粉
を
ま
ぶ

す
。
③
大
葉
は
半
分
に
切
り
き
ざ
む
。
④
ひ
き
肉
に
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
少
々
を
ふ
り
、
卵
を
割
り
入
れ
よ
く
混
ぜ
る
。

⑤
④
の
ひ
き
肉
に
②
と
③
を
加
え
、
よ
く
混
ぜ
る
。
⑥
⑤

を
適
当
な
大
き
さ
に
取
り
、
焼
く
。
上
か
ら
押
さ
え
る
よ

う
に
し
て
、
ふ
た
を
し
て
焼
く
。
焼
き
あ
が
っ
た
ら
、
カ

ラ
シ
醤
油
ま
た
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
か
け
て
食
べ
る
。

●
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
の
寒
天
寄
せ
【
材
料
】
○
粉
末
寒
天
４

ｇ
○
水　

１
５
０
cc
○
し
そ
ジ
ュ
ー
ス　

２
０
０
cc
（
し

そ
ジ
ュ
ー
ス
は
ク
エ
ン
酸
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
量
が
多

い
と
固
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
）
○
砂
糖
（
ジ
ュ
ー
ス
の

甘
さ
に
よ
っ
て
加
減
す
る
）

【
作
り
方
】
①
水
の
中
に
粉
末
寒
天
を
入
れ
、
か
き
混
ぜ

な
が
ら
煮
溶
か
す
。
②
砂
糖
を
加
え
て
溶
か
す
。
③
し
そ

ジ
ュ
ー
ス
を
加
え
て
か
き
混
ぜ
な
が
ら
煮
立
た
せ
る
。
④

容
器
に
流
し
、
冷
や
し
固
め
る
。

イ
ラ
ス
ト


家
族
か
ら
の
一
言

　

目
の
ク
リ
ッ
と
し
た
可
愛
ら
し
い

男
の
子
で
す
。
歩
く
の
が
上
手
に
な

り
、
外
遊
び
や
階
段
を
登
る
の
が
大

好
き
。
網
戸
や
戸
の
開
け
閉
め
に
興

味
を
持
ち
、
好
奇
心
旺
盛
で
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
車
に
乗
る
と
ハ
ン
ド
ル

を
い
た
ず
ら
し
た
く
て
大
変
で
す
。

最
近
、
大
嫌
い
な
病
院
で
泣
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
思
い
や
り
の
あ
る
強

い
子
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

●
玉
ね
ぎ
の
お
こ
の
み
焼
き
風

食生活改善推進員（ヘルスメイト）

　　　　関　初子　（半田）

平
成
15
年
４
月
18
日
生
ま
れ
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P．N　　ミツ

みんなの広場

飯
塚　

祐
真
ち
ゃ
ん

下
林

父　

修
一
さ
ん　

母　

記
江
美
さ
ん

青田　関　耕平柿岡　宮嶋　みよ

月岡　萩原　志づ

P.N　すがや なるみ
P．N　りんごちゃん

わ
た
し
の
手
料
理

●
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
の
寒
天
寄
せ

わ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル



特定犬はオリの中で！

　犬の放し飼いは、県条例で禁止さ

れています。必ず、つないで飼いま

しょう。犬の運動は、飼い主も一緒に、

引き綱を付けて行いましょう。

　また、茨城県では、秋田犬、土佐犬、

紀州犬、シェパード、ドーベルマン、

グレートデン、セントバーナードの

７犬種のほか、大型の犬を「特定犬」

に指定して、一般の犬より厳重な飼育管理を義務付けています。特定犬

は、オリの中で飼いましょう。

動物愛護月間

3つの答えの中から正解を選びハガキに書いて
送ってください。
①来たる10月9日に開催予定のやさとウォー
キング大会は第何回目ですか？
Ａ－第４回　Ｂ－第５回　Ｃ－第９回
②参議院茨城県選挙区選出議員選挙の投票率
は何％でしたか？
Ａ－42.20％　Ｂ－44.20％　Ｃ－44.40％　
③鳴滝不動尊まつりは毎年いつ行われていま
すか？
Ａ－8月27日　Ｂ－7月17日　Ｃ－7月
27日

【応募の方法】

☆ハガキに広報クイズ197と書き、答えの記
号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主と「私
もひとこと」へのご意見や広報の感想などを書
いて送ってください。イラストなども大歓迎。
☆締切日　平成16年９月15日（当日消印有効）
☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1
　　　　　　八郷町役場秘書広聴課
☆当選者の発表　　本紙10月号

［広報クイズ195の当選者の発表］

正解は①－Ａ、②－Ｃ、③－Ｂでした。応募総
数50通、正解48通の中から次の10人が当
選しました。
入江亮（大増）大槻祐介（太田）奥村千鶴（瓦谷）
鈴木美穂（太田）友部拓磨（太田）中山敏子（山崎）
仁平洋子（小幡）萩原照子（月岡）平沢英雄（山
崎）宮嶋みよ（柿岡）　【敬称略】　　　　　　
　　　　　　　　　　

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報クイズ197

▽
７
月
は
、
関
東
地
方
の
一
部
で

平
均
気
温
が
平
年
を
３
℃
以
上
上

回
る
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、
寝

苦
し
い
夜
が
つ
づ
き
睡
眠
不
足

気
味
に
な
っ
た
方
も
い
る
で
し
ょ

う
か
。
降
水
量
も
関
東
地
方
な

ど
で
は
平
年
の
40
％
以
下
の
と
こ

ろ
が
多
く
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
。
▽
８
月
13
日
か
ら
は
、
第

28
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

（2004

／
ア
テ
ネ
）が
開
会
さ
れ
、

日
本
時
間
で
深
夜
か
ら
の
競
技
を

テ
レ
ビ
観
戦
し
て
い
る
と
ま
た
睡

眠
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
。（
Ｗ
）

▽
鳴
滝
不
動
尊
ま
つ
り
の
取
材
で

瓦
谷
の
定
光
寺
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
お
寺
に
い
る
と
不
思
議
と
気

持
ち
が
落
ち
着
く
も
の
で
す
ね
。 

▽
ま
つ
り
で
の
お
坊
さ
ん
の
講
話

で
す
。「
代
々
の
先
祖
が
一
度
も

欠
け
る
こ
と
な
く
続
い
て
命
が
つ

な
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
命
の
大

切
さ
を
わ
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
み

ん
な
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

命
の
重
さ
は
犬
や
猫
、
草
や
木
も

す
べ
て
同
じ
で
す
。」
ふ
と
、
毎

日
セ
ミ
を
つ
か
ま
え
て
は
「
死
ん

じ
ゃ
っ
た
ー
」
と
騒
い
で
い
る
う

ち
の
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
聞
か

せ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｓ
）

広報やさとは、町内の常陽銀行、水戸信用金庫、各郵便局、コンビニエンスストアー（セイコーマート各店、セブンイレブン）、恋瀬出張所、園部出張所に置いてあります。
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●
発
行
／
八
郷
町
役
場
●
編
集
／
秘
書
広
聴
課
・
茨
城
県
新
治
郡
八
郷
町
柿
岡
5680-1

●
TE
L0299-43-1111（

内
線
1343）

●
FA
X0299-43-6732

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
Ｅ
－
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
　
in
fo
@
to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
ｉ
モ
ー
ド
版
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

/i/
●
ｖ
ｏ
ｄ
ａ
ｆ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
版
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

/j/

　この月間は広く県民の間に動物の愛護と動物の正しい飼い方についての

関心と理解を深めていく事を目的としています。

○動物を飼うときは、習性を良く理解し、終生責任を持って飼いましょう。

○人と動物との調和のとれた豊かな環境作りに心がけましょう。

○動物をいたわり、小さな命を大切にしましょう。

日　時　　平成16年9月18日（土）午前10時～午後2時

会　場　　茨城県動物指導センター

　　　　　笠間市日沢47　　TEL0296-72-1200

内　容　　１　動物の正しい飼い方展

　　　　　２　子犬の譲渡（事前予約制）

　　　　　３　動物なんでも相談

　　　　　４　動物ふれあいコーナー　他

大好きいばらき動物愛護フェスティバル2004

　愛犬の“ふん”の始末は飼い主の義務です。公共の場所（公園、道路

など）や他人の土地、建物を汚さないようにしましょう。

　犬小屋の周囲は常に清潔にして、ハエや悪臭の発生を防ぎましょう。

●問い合わせ　保健センター内　保健衛生課　TEL43-6655
　　　　　　　茨城県動物指導センター　TEL0296-72-1200

9/1
 ～9/30

犬の放し飼いはやめましょう

環境美化につとめましょう


